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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 562,652 38.1 42,816 － 35,970 － 23,233 －

2021年３月期第３四半期 407,439 △12.0 3,075 △45.4 △598 － △4,685 －

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 28,938百万円 （－％） 2021年３月期第３四半期 △13,696百万円 （－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 481.77 －

2021年３月期第３四半期 △97.13 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 809,239 225,010 25.8

2021年３月期 732,960 196,445 25.0

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 208,501百万円 2021年３月期 183,063百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期（予想） 85.00 85.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 750,000 31.6 50,000 348.7 40,000 571.4 23,000 － 476.94

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

詳細につきましては、本日（2022年２月３日）公表しました「連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧くだ

さい。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 48,328,193株 2021年３月期 48,328,193株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 104,933株 2021年３月期 102,305株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 48,224,524株 2021年３月期３Ｑ 48,229,537株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が発表日現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は経済情勢の変動等に伴うリスクや様々な不確定要因に

より大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間の世界経済は、国や地域によるばらつきを伴いつつも、総じてコロナ感染危機による

落ち込みから回復の動きを続けています。その中で、米国において、年の後半からコロナ感染拡大、半導体不足に

よる供給制約を中心に消費が大きく減速し、経済活動にも影響が及んでおります。中国ではコロナ感染封じ込めに

よる活動制限強化、電力不足による製造業生産の停滞により経済活動が鈍化しました。国内経済においても、度重

なる緊急事態宣言の発令で個人消費が伸び悩んでいます。今後、各国とも活動制限が緩和されることで経済回復が

期待される一方で、半導体などの供給制約により自動車や電機分野を中心に生産活動の影響が長期化すれば回復が

遅れる懸念もあり、不透明な状況です。

　このような環境のもと、アルミ地金価格の上昇や販売数量の回復等により、連結売上高は562,652百万円（前年

同期比38.1％増）となりました。損益についても、アルミ地金価格の上昇による棚卸資産影響の好転や販売数量の

回復等により、連結営業利益42,816百万円（前年同期は3,075百万円の利益）、連結経常利益35,970百万円（前年

同期は598百万円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益23,233百万円（前年同期は4,685百万円の損失）と

なりました。

　セグメント別の状況については、以下のとおりであります。

アルミ圧延品事業

　アルミニウム圧延品業界について、板類の国内需要は缶材で微増、自動車関連分野では新型コロナウイルス感染

拡大の影響で減少が顕著だった前年同期に比べて大幅な増加となりました。建築分野や箔用、厚板類でも増加し、

板類全体としては前年同期比で増加となりました。押出類に関しては、自動車、自動車用熱交換器、二輪の分野で

前年同期比増加、全体としても前年同期比増加しました。

　当社グループの国内向け販売数量は、板類は前年同期比で増加となりました。特に自動車関連分野を中心に前年

同期比増加、エアコンフィン材や半導体製造装置関連においても前年同期比で増加しました。また押出類でも増加

しました。

　一方、当社グループの海外向け販売数量は、Tri-Arrows Aluminum Inc.やUACJ (Thailand) Co., Ltd.などの缶材

の増加により前年同期を上回り、当社グループのアルミ圧延品総量では前年同期より増加する結果となりました。

　以上の結果、当期のアルミ圧延品事業の売上高は、アルミ地金価格の上昇や販売数量の回復等により、502,271

百万円（前年同期比47.1％増）となりました。営業利益については、アルミ地金価格の上昇による棚卸資産影響の

好転や販売数量の回復等により、46,663百万円（前年同期比541.3％増）となりました。

加工品・関連事業

　自動車関連分野、空調関連分野を中心に新型コロナウイルス感染拡大の影響からの好転が見られ、営業利益は

263百万円（前年同期は712百万円の損失）となりました。本年度第１四半期より新収益認識基準を適用したことに

より、売上高は118,586百万円（前年同期比2.9％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　アルミ地金価格の上昇等に伴う棚卸資産の増加により、当第３四半期連結会計期間末の資産については809,239

百万円（前連結会計年度末比10.4％増）、負債については584,229百万円（同8.9％増）となりました。

　純資産については、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上や為替換算調整勘定の増加等により225,010百万

円(同14.5％増)となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　特別利益の計上や繰延税金資産の回収可能性の見直しに伴う税金費用の減少等により、2021年11月４日に公表し

た連結業績予想を修正いたしました。

　売上高750,000百万円、営業利益50,000百万円、経常利益40,000百万円、親会社株主に帰属する当期純利益

23,000百万円を見込んでおります。

　なお、詳細につきましては、本日（2022年２月３日）公表しました「連結業績予想の修正に関するお知らせ」を

ご参照ください。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 28,085 27,109

受取手形及び売掛金 119,967 138,651

商品及び製品 39,810 44,930

仕掛品 45,535 73,924

原材料及び貯蔵品 46,354 67,841

その他 14,967 28,114

貸倒引当金 △215 △158

流動資産合計 294,502 380,410

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 79,542 76,946

機械装置及び運搬具（純額） 149,057 141,497

土地 103,754 103,675

その他（純額） 23,455 26,516

有形固定資産合計 355,809 348,634

無形固定資産

のれん 35,162 33,178

その他 9,356 8,615

無形固定資産合計 44,518 41,793

投資その他の資産

投資有価証券 14,325 14,909

その他 23,858 23,544

貸倒引当金 △53 △53

投資その他の資産合計 38,130 38,400

固定資産合計 438,457 428,828

資産合計 732,960 809,239

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 101,090 116,473

短期借入金 72,682 89,013

１年内返済予定の長期借入金 37,358 42,863

その他 40,019 67,438

流動負債合計 251,150 315,787

固定負債

長期借入金 225,748 206,178

退職給付に係る負債 16,527 16,507

その他 43,090 45,757

固定負債合計 285,365 268,442

負債合計 536,514 584,229

純資産の部

株主資本

資本金 52,277 52,277

資本剰余金 79,295 79,295

利益剰余金 46,247 68,716

自己株式 △329 △337

株主資本合計 177,490 199,951

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 937 1,110

繰延ヘッジ損益 △1,489 △626

為替換算調整勘定 4,768 6,942

退職給付に係る調整累計額 1,357 1,125

その他の包括利益累計額合計 5,574 8,550

非支配株主持分 13,382 16,508

純資産合計 196,445 225,010

負債純資産合計 732,960 809,239
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 407,439 562,652

売上原価 364,581 469,258

売上総利益 42,857 93,394

販売費及び一般管理費 39,782 50,578

営業利益 3,075 42,816

営業外収益

為替差益 － 443

その他 2,427 1,633

営業外収益合計 2,427 2,075

営業外費用

支払利息 4,896 4,719

デリバティブ評価損 － 2,942

その他 1,204 1,261

営業外費用合計 6,099 8,921

経常利益又は経常損失（△） △598 35,970

特別利益

補助金収入 － 501

その他 2,024 587

特別利益合計 2,024 1,087

特別損失

固定資産除却損 329 677

その他 2,400 149

特別損失合計 2,730 826

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△1,303 36,231

法人税等 2,014 9,851

四半期純利益又は四半期純損失（△） △3,317 26,380

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,367 3,147

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△4,685 23,233

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △3,317 26,380

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 565 173

繰延ヘッジ損益 517 1,047

為替換算調整勘定 △11,483 291

退職給付に係る調整額 △146 △295

持分法適用会社に対する持分相当額 169 1,342

その他の包括利益合計 △10,379 2,558

四半期包括利益 △13,696 28,938

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △14,546 25,006

非支配株主に係る四半期包括利益 850 3,933

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(1) 連結の範囲の重要な変更

連結子会社である日鋁全綜（天津）精密鋁業有限公司の出資持分を一部譲渡したため、当第３四半期連結会計

期間末で同社を連結の範囲から除外しております。

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

連結子会社である日鋁全綜（天津）精密鋁業有限公司の出資持分を一部譲渡したため、当第３四半期連結会計

期間末で同社を連結の範囲から除外し、持分法適用の範囲に含めております。なお、この譲渡に伴い、戴卡優艾

希傑渤鋁（天津）精密鋁業有限公司へ社名を変更しております。

(3) 連結子会社の決算日変更

連結財務諸表のより適切な開示を行うため、第１四半期連結会計期間より、UACJ North America, Inc.、UACJ 

Automotive Whitehall Industries, Inc.（以下、UWH）及びUWHのグループ会社４社については決算日を３月31日

に変更しております。

この決算期変更に伴い、当第３四半期連結累計期間は2021年１月１日から2021年３月31日までの損益につい

て、利益剰余金の増減として調整しております。

（会計方針の変更）

(1) 収益認識に関する会計基準等の適用

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、主に、これまで顧客から受け取る対価の総額を売上として計上していた取引のうち、顧客への商品

の提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から商品の仕入れ先に支払う

額を控除した純額で売上を計上する方法に変更しました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて、当第３四半期連結累計期間の売上高は23,545百万円減

少、売上原価は23,542百万円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であ

ります。また、利益剰余金の当期首残高に与える影響は軽微であります。

(2) 時価の算定に関する会計基準等の適用

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。

　時価算定会計基準等の適用による四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（追加情報）

（新型コロナウイルス（COVID-19）感染拡大に伴う会計上の見積りについて）

前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症に関する

会計上の見積りの仮定について重要な変更はありません。なお、新型コロナウイルスによる経済活動への影響は

不確実性が高いため、上記仮定に変化が生じた場合には、翌四半期連結会計期間以降の財政状態・経営成績に影

響を及ぼす可能性があります。

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱いの適用）

当社及び国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設された

グループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目につ

いては、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報

告第39号　2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改

正前の税法の規定に基づいております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)２

アルミ圧延品
事業

加工品・関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 299,315 108,123 407,439 － 407,439

セグメント間の内部
売上高又は振替高 42,123 13,945 56,068 △56,068 －

計 341,438 122,068 463,506 △56,068 407,439

セグメント利益又は損

失（△）
7,277 △712 6,565 △3,490 3,075

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)２

アルミ圧延品
事業

加工品・関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 450,847 111,805 562,652 － 562,652

セグメント間の内部
売上高又は振替高 51,424 6,781 58,205 △58,205 －

計 502,271 118,586 620,856 △58,205 562,652

セグメント利益又は損

失（△）
46,663 263 46,927 △4,111 42,816

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（注)１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△3,490百万円には、棚卸資産の調整額153百万円、セグメント間

取引消去△76百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△3,566百万円が含まれております。

全社費用は、報告セグメントに帰属しない親会社の一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（注)１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△4,111百万円には、棚卸資産の調整額△618百万円、セグメント

間取引消去36百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△3,528百万円が含まれております。

全社費用は、報告セグメントに帰属しない親会社の一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益

認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更して

おります。当該変更により従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上高は「アルミ圧延品事

業」で878百万円減少、「加工品・関連事業」で22,667百万円減少し、それぞれの事業セグメントの利益

に与える影響は軽微であります。
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